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村
長
室
か
ら

村
長
室
か
ら
望
む
前

山
の
新
緑
が
だ
ん

だ
ん
濃
く
な
り
、

先
人
が
植
林
さ
れ
た
檜
と
杉

が
尾
根
筋
ま
で
き
れ
い
に
並

ん
で
み
え
ま
す
。「
岐
阜
は

木
の
国
、
山
の
国
」
と
「
岐

阜
県
民
の
歌
」
の
歌
詞
の
と

お
り
の
風
景
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
▼
岐
阜
県
で
は
第
三

十
九
回
全
国
育
樹
祭
の
開
催

に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な

水
源
地
（
上
流
域
）
の
森
林

が
持
つ
多
面
的
機
能
や
価
値

が
こ
う
し
た
国
民
的
な
行
事

に
よ
り
紹
介
さ
れ
、
広
く
普

及
宣
伝
が
で
き
る
こ
と
は
こ

の
村
に
と
っ
て
も
意
義
あ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
▼
し
か

し
、
過
去
に
は
経
済
林
と
し

て
の
価
値
が
高
く
評
価
さ

れ
、
本
村
の
経
済
を
潤
わ
せ

て
い
た
檜
や
杉
の
優
良
材
が

輸
入
材
の
台
頭
や
建
築
様
式

の
変
化
に
よ
り
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
の
は
衆
目

の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
▼
一
方
で
、
本
村
は

先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
※

の
森
作
り
を

進
め
、
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売

や
東
京
都
港
区
の
「
み
な
と

モ
デ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
加
盟
し
て
港
区
の
公
共
施

設
の
建
設
に
際
し
多
く
の
杉

材
と
檜
材
を
使
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
Ｆ

Ｓ
Ｃ
材
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
公
共
大
型
施
設
等
に
国

産
材
を
使
う
計
画
や
こ
れ
を

推
進
す
る
動
き
な
ど
が
既
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
、

村
が
建
設
す
る
「
高
齢
者
交

流
サ
ロ
ン
」
も
こ
の
″
木
造

公
共
施
設
加
速
事
業
〞
の
補

助
を
受
け
て
建
設
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
▼
林
業
の

再
生
は
地
方
創
生
の
一
丁
目

一
番
地
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
決
し
て
山
の
将
来
を
悲

観
す
る
こ
と
な
く
、
地
方
創

生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

※ＦＳＣ認証…適切に管理された森林を認証する制度

「１００年の森づくりリレー」引継ぎ式（関連６ページ）
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を忘れない―

人的被害
（名） 死　者 １ 負傷者 １

一般住宅
（戸）

全壊 半壊 床上浸水 床下浸水

５ ５ １６ １２０

商工業施設
（ヶ所）

工　場 観光施設 商　店 その他

１４ ４ ３２ ６

農業関係
（ヶ所）

農　道 農道橋 用水路等 あぜ決壊

７ １５ ２７ １５０

林業関係
（ヶ所）

山崩れ 渓流崩壊 林道など

３０６ ２１ ２７

土木関係
（ヶ所）

河川決壊 道路決壊 橋の決壊

１３０ ９７ ５９

８．１７災害における村内被害状況

昭和４６年発行『８．１７災害の記録』より

８．１７災害

大量の土砂が一気に住宅に押し寄せ、ふとんやタンスなど家財道具も流された

８．１７災害の爪あと

（右）激しく増水した

白川

（中央）濁流に護岸を

削られた道路（下親田）

（左）懸命に復旧作業

に取り組む姿（平）

昭和４３年８月１７日

　朝からのどんよりしていた天候が午前１１時頃に激しい雷
雨となり、一時間に６０㍉という降雨を記録した。その後、
雨は少し小降りとなったものの雷鳴はやむことなく続き、夜
半から翌朝にかけて６時間に１８０㍉、積算雨量は３１７㍉と
いう記録的な豪雨に見舞われた。
　雷雨による局地的な豪雨は大明神新巣山から平捨薙山を分
水嶺として五加区全域に帯状に伸び、白川町から美濃加茂市
に至る一線を襲ったもので、これを総称して「８．１７災害」
と名付けられた。

―８．１７災害の記録（昭和４６年発行）より抜粋―
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土
砂
災
害
は
発
生
の
予
測
が

困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
雨

情
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、

村
が
発
令
す
る
避
難
準
備
情
報

な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
予
兆
現
象
（
流
水
の
増

加
、
小
石
の
落
下
な
ど
）
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
避
難
勧
告

が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
早

め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。（
図
１
）

大きかったその被害

２０１０．７

神土徳原（親田）の豪雨被害

平成２２年７月の大雨による災害。
（左）１５日未明から１６日にかけて猛烈な雨が降ったことで上流から土砂が押し寄せて家屋を
破壊した。（右）１８日には復旧作業に取りかかった。

　
図
２
は
阿
寺
断
層
※

系
地
震

に
よ
る
被
害
状
況
を
示
し
た
も

の
で
す
。
岐
阜
県
被
害
対
応
シ

ナ
リ
オ
に
よ
る
と
、
建
物
内
人

口
が
最
も
多
く
、
建
物
倒
壊
に

よ
る
人
的
被
害
が
大
き
く
な
る

事
が
予
想
さ
れ
る
冬
季
の
午
前

三
時
を
想
定
し
て
お
り
、
死
者

数
は
二
十
人
以
上
、
重
症
者
数

は
十
人
以
上
三
十
人
未
満
に
達

す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
東
白
川
村
で
起
き
た
最
大
の
自

然
災
害
は
、
昭
和
四
十
三
年
八
月

十
七
日
の
集
中
豪
雨
で
、
百
四
人

の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
「
飛
騨

川
バ
ス
転
落
事
故
」
は
こ
の
時
起

き
ま
し
た
。

　
雷
雨
が
さ
ら
に
激
し
さ
を
増
し

た
十
七
日
の
夜
半
、
村
は
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し

て
消
防
団
が
出
動
し
警
戒
態
勢
に

入
る
と
と
も
に
、
被
災
家
庭
の
救

助
に
当
た
り
ま
し
た
。
村
内
で
は

土
砂
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
民
家
に

一
人
が
生
き
埋
め
と
な
り
、
こ
の

災
害
の
犠
牲
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
道
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
寸
断

さ
れ
、
橋
脚
を
え
ぐ
り
取
ら
れ
た

橋
は
通
行
不
能
、
濁
流
に
土
台
ま

で
洗
わ
れ
倒
壊
寸
前
の
家
屋
な

ど
、
被
害
は
予
想
を
上
回
る
状
況

で
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
起
こ
っ
た
土
砂
災

害
は
平
成
二
十
二
年
七
月
の
豪
雨

被
害
で
す
。
写
真
の
徳
原
の
家
屋

の
倒
壊
を
は
じ
め
、
茶
園
の
法
面

が
崩
壊
し
た
り
と
村
内
各
地
で
大

き
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。

平成２７年度　東白川村災害対応マニュアル

避難準備
情　報

①大雨警報（土砂災害）＋大雨警報の土壌雨量指数基準 ※を超過

②数時間で連続雨量１２０㍉に達し、交通止めになると想定される場合

③大雨注意報＋夜間・早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替わる可能性

避難勧告

①土砂災害警戒情報発令

②大雨警報（土砂災害）＋大雨警報の土壌雨量指数基準 ※を超過＋さら

　に降雨の見込み

③大雨警報（土砂災害）＋記録的短時間大雨情報発表

④土砂災害の前兆現象（湧水、渓流の水位変化など）

避難指示
①土砂災害警戒情報発令＋同基準を実況で超過

②土砂災害警戒情報発令＋記録的短時間大雨情報発表

③土砂災害発生　　④山鳴り、流木の流水の発生を確認

図１ ※土砂災害警戒判定メッシュ情報　
図２  阿寺断層系地震による被害状況

（想定：Ｍ７．５、冬季午前３時）

「岐阜県被害対応シナリオについて」参照

「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
」

は
通
用
し
な
い

―　東白川村は土砂災害が多い　―

過去を教訓に ―　災害の起きない場所は存在しない　―

※
阿
寺
断
層
…
岐
阜
県
と
長
野
県
に

　
ま
た
が
る
全
長
約
七
〇
キ
ロ
の
活

　
断
層
で
あ
る
。
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消
防
団
員
は
「
自
ら
の

地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と

い
う
精
神
の
も
と
、
普
段

は
様
々
な
仕
事
に
就
い
て

い
る
村
民
の
方
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
署
に
勤
め
る
消
防
職
員

と
違
い
、
災
害
時
の
消
防
・
防

災
活
動
や
平
常
時
の
訓
練
な
ど

に
従
事
し
、
私
た
ち
の
安
全
の

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
火
活
動

　
火
災
が
発
生
す
る
と
現

場
に
駆
け
つ
け
、
早
期
鎮

火
に
努
め
ま
す
。
大
規
模

火
災
の
場
合
は
消
防
署
と

連
携
し
、
よ
り
効
率
の
よ

い
消
火
活
動
を
行
い
ま
す
。

救
助
活
動

　
地
震
や
風
水
害
な
ど
の

自
然
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
救
助
・
救
出
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
土
砂
災
害

の
前
兆
現
象
が
起
き
て
い

な
い
か
な
ど
の
警
戒
巡
視
、

安
全
な
避
難
誘
導
、
河
川

の
氾
濫
に
備
え
て
土
の
う

を
積
む
と
い
っ
た
災
害
防

御
を
行
い
ま
す
。

　災害時に村からの緊

急通信などを行います。

　無線機は、役場や関

各集落の指定避難所に設置

　６５歳以上の独居の方、７５歳以上

の高齢者世帯、病気等で支援を必要と

する方などいわゆる要援護者の方の一

覧を名簿にまとめ、災害発生時の早期

避難、避難援助を確実に行います。

災害時に必要な物資を備蓄 救助に必要な情報を把握

　防災倉庫を新たに１８ヶ所新設しま

す。災害時に道路が寸断されて救援物

資などが届かない場合など、当面必要

な物資を備蓄しておくための倉庫です。

自主防災会長会議で防災行
政用無線の使い方を説明

各
種
訓
練
・
啓
発
活
動

　
災
害
時
の
活
動
に
備
え
、

火
災
消
火
の
基
本
的
な
操

作
の
習
得
を
目
的
に
ポ
ン

プ
操
法
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ポ
ン
プ
操
法
は
、
実
際
の
火

災
現
場
で
の
消
火
を
想
定

し
て
行
わ
れ
、
全
国
規
模

で
大
会
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
負
傷
者
の
応

急
救
護
処
置
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
救
命
講
習
会
を

受
け
た
り
、
年
末
夜
警
な

ど
の
防
火
啓
発
も
行
っ
て

い
ま
す
。

★非常用持ち出し袋を準備しておきましょう★

　
今
月
五
日
、
土
砂
災
害
に
対
す

る
避
難
体
制
の
強
化
と
防
災
意
識

の
向
上
を
目
的
に
住
民
参
加
型
の

「
東
白
川
村
防
災
図
上
訓
練
（
避

難
経
路
確
認
）」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
危
険
個
所
を
把
握
し
、
避
難

所
ま
で
の
安
全
な
経
路
を
確
認
し

ま
し
た
。
最
後
に
自
主
防
災
会
長

が
実
際
に
防
災
行
政
無
線
を
使
っ

て
役
場
へ
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

●
災
害
時
の
主
な
活
動

●
平
常
時
の
主
な
活
動

●消防団についてのお問合せ●　総務課行政係　℡７８‐３１１１（内線２３１）

防災センター（平）に設置され
た防災備蓄用倉庫

　倉庫の中には

水や食料、毛布、

懐中電灯、バケ

ツなど約８０種

類の物品を調達

する予定です。

連施設、各集落

の指定避難所、

自主防災会長宅

など全１１４ヶ所

に設置し、迅速

な対応を執りま

す。

　また、救急医療情報

キットを各家庭の冷蔵

庫に保管してもらい、

救助時に緊急連絡先や

服用薬を把握します。 救急医療情報キット

災害時の村の備え
防災行政用無線

災害時に必要な物資を備蓄

防災備蓄倉庫 要援護者名簿

消防団の活動 ―　地域の安全と住民の安心を守る　―

村の取り組み ―　「自助」「共助」　村全体の防災意識を高める　―

村消防操法大会の様子

防災図上訓練
の様子

　
東
白
川
村
は
、
土
砂
災
害
や
地

震
が
起
こ
る
可
能
性
が
十
分
に
あ

り
ま
す
。
人
間
は
物
事
を
自
分
に

都
合
よ
く
考
え
る
生
き
物
で
す
。

「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
ん
や
で
、

こ
れ
か
ら
も
大
丈
夫
」
は
災
害
に

は
通
用
し
ま
せ
ん
。

　「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

「
地
域
の
安
全
は
地
域
住
民
で
守

る
」
と
い
う
自
助
・
共
助
の
気
持

ち
で
、
普
段
か
ら
防
災
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

自宅周辺の危険個所や
安全な避難路を確認

　
現
在
、
東
白
川
村
消
防
団
に
は

百
十
七
名
の
方
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
村
の
消
防
団
員
の
適
正
人
数

は
百
五
十
名
と
さ
れ
て
お
り
、
団

員
の
減
少
に
よ
る
防
災
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
住
み
慣
れ
た

村
や
地
域
の
方
々
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
、
消
防
団
活
動
に
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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旭日双光賞受章

大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

　
安
江
前
村
長
は
「
こ
の
よ
う

な
勲
章
を
い
た
だ
け
た
の
は
皆

様
の
お
か
げ
で
あ
り
、
今
回
の

受
章
は
村
民
の
み
な
さ
ん
の
代

表
と
し
て
受
け
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

【
旭
日
双
光
章
】
国
や
公
共
な

ど
に
功
労
の
あ
る
も
の
に
対
し

て
授
与
さ
れ
る
勲
章
。

　
故
郷
東
白
川
村
の
応
援
団
と
し
て

設
立
さ
れ
た
岐
阜
東
白
川
花
の
木
会

は
、
設
立
か
ら
二
十
周
年
を
迎
え
、

五
月
二
十
四
日
に
記
念
総
会
を
開
催

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
当
会
は
、
岐
阜
地
域
で
の
組
織
作

り
に
つ
い
て
発
案
者
で
あ
る
桂
川
眞

郷
元
村
長
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
に
今
井
俊
郎
村
長
、
こ
の

会
を
育
て
て
頂
い
た
安
江
眞
一
前
村

長
を
迎
え
、
東
白
川
村
議
会
議
員
や

各
団
体
、
さ
ら
に
東
京
・
名
古
屋
の

各
村
人
会
の
方
々
、
そ
し
て
当
会
員

と
ご
多
忙
の
折
、
六
十
名
ほ
ど
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大
で
和
や
か

な
総
会
と
懇
親
会
を
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
と
ご
支
援
に
て
開
催
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
二
十
周
年
を
祝
い
、
安

江
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
安
江
隆
夫
医
院
長

の
健
康
に
つ
い
て
の
講
話
を
聞
か
せ

　
前
村
長
の
安
江
眞
一
さ
ん

（
黒
渕
）
が
旭
日
双
光
章
を
受

章
さ
れ
、
今
井
俊
郎
村
長
に
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
安
江
前
村
長
は
、
平
成
七
年

四
月
に
東
白
川
村
議
会
議
員
に

初
当
選
さ
れ
、
以
来
平
成
十
八

年
三
月
ま
で
の
三
期
十
一
年
の

永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
平
成

十
三
年
五
月
か
ら
は
議
長
と
し

て
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　
同
年
四
月
、
安
江
啓
次
元
村

長
急
逝
の
た
め
行
わ
れ
た
東
白

川
村
長
選
挙
に
お
い
て
初
当

選
。
以
来
平
成
二
十
六
年
四
月

ま
で
の
二
期
八
年
に
わ
た
り
、

豊
富
な
経
験
と
卓
抜
な
識
見
を

持
っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に
努

力
し
、
同
村
の
産
業
の
発
展
、

教
育
文
化
、
福
祉
の
向
上
に
多

故郷は
　永遠にふるさとです

て
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
懇
親
会
で
は
、
東
白
川
村
瑞
泉
会

の
方
々
に
よ
る
踊
り
の
ご
披
露
、
そ

し
て
つ
っ
ち
ー
と
の
こ
り
ん
の
歌
と

踊
り
な
ど
本
当
に
楽
し
い
総
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
東
白
川
村
の
応
援
団
と
し

て
何
を
す
べ
き
か
、
ど
ん
な
こ
と
が

出
来
る
の
か
な
ど
検
討
し
な
が
ら
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

村人会より

全
国
で
も
注
目
！

地
域
づ
く
り
事
例
の
紹
介
♪

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
加
盟

し
て
い
る
島
根
県
海
士
（
あ
ま
）
町
は

人
口
約
二
千
四
百
人
の
島
で
す
。
こ
の

海
士
町
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
、
旧
保
育
園
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
は
、
み
ん
な
の
「
や

り
た
い
！
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
ス

タ
ッ
フ
と
町
民
が
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開

か
れ
た
場
と
し
て
お
母
さ
ん
と
子
ど
も

た
ち
が
遊
び
に
来
て
お
弁
当
を
食
べ
た

り
、
友
人
同
士
で
お
茶
を
し
た
り
、
ゆ

っ
く
り
読
書
を
し
た
り
、
上
映
会
や
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
た
り
、

新
し
い
出
会
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
若
い
集
落

支
援
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も

誰
か
が
い
る
場
所
、
ふ
ら
っ
と
寄
れ
る

場
所
、
古
道
具
が
人
を
ツ
ナ
ゲ
ル
場

所
、
食
事
を
持
ち
寄
る
（
ア
ル
コ
ー
ル

も
可
）、
一
緒
に
料
理
す
る
場
所
。
み

ん
な
で
楽
し
い
を
実
現
し
て

い
ま
す
。（
樋
口
銀
二
郎
）

※
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
あ
ま
マ
ー
レ

２０周年
記念総会を
迎えて

岐阜東白川花の木会

会長  安江保久さん

叙勲の報告をする安江眞一前村長

　
５
月
の
終
わ

り
、
街
か
ら
の

お
客
様
を
お
迎

え
し
て
、
茶
摘

み
＆
茶
作
り
体

験
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し

た
。
初
夏
を
思

わ
せ
る
太
陽
の

産業の発展、教育文化、福祉の向上に多大な貢献

5 広報ひがししらかわ6H27.

　総務省の支援を受け、

地域問題の進行が著しい地方自治体が都市部の人を地域おこし協力隊

として委託し、地域の活動に従事しながら定住・定着を図る取組みです。

強
い
日
差
し
を
受
け
な
が
ら
、
参
加
者

の
み
な
さ
ん
は
我
を
忘
れ
て
茶
の
葉
を

摘
ま
れ
ま
し
た
。

　
茶
作
り
は
、
な
ん
と
文
明
の
利
器
・

電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。

た
だ
、
摘
ん
だ
生
葉
を
入
れ
て
「
チ

ン
」
す
る
だ
け
で
な
く
、
数
度
に
わ
た

っ
て
自
身
の
手
で
揉
む
工
程
が
あ
っ
た

の
で
、〝
自
分
で
作
っ
た
〞
と
い
う
満

足
感
を
味
わ
っ
て
頂
け
た
よ
う
で
す
。

　
何
よ
り
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
こ
れ

ま
で
麦
茶
し
か
飲
ん
だ
こ
と
の
な
い
２

歳
の
お
子
さ
ん
が
、
そ
れ
は
そ
れ
は
お

い
し
そ
う
に
マ
イ
緑
茶
を
飲
ん
で
い
た

姿
で
す
。
こ
う
し
て
お
茶
フ
ァ
ン
が
少

し
ず
つ
増
え
て
い
く
と
い
い
な
ぁ
と
感

じ
た
一
日
で
し
た
。
　（
刀
祢
い
く
み
）

【地域おこし協力隊って？】

親子で初めてのお茶摘み

長良川河畔ホテルパーク（岐阜市）にて
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小
学
校
の
伝
統
行
事
の
ひ
と
つ
で

あ
る
全
校
登
山
が
行
わ
れ
、
児
童

八
十
九
人
と
そ
の
保
護
者
ら
合
わ
せ

て
約
百
三
十
人
が
無
反
山
（
む
そ
れ

や
ま
・
八
八
八
・
五
㍍
）
の
頂
上
を
目
指

し
ま
し
た
。

　
最
初
の
難
関
は
ま
る
で
斜
面
が
迫

っ
て
く
る
よ
う
な
急
な
坂
道
。
ロ
ー

プ
を
つ
か
ん
で
慎
重
に
登
り
ま
し

た
。
そ
し
て
頂
上
直
前
の
急
坂
を
登

り
き
り
全
員
登
頂
に
成
功
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
三
十
回
目
の
記

念
と
し
て
安
江
教
育
長
か
ら
小
学
校

へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
全
校
登
山
に
参
加
し
た
福

田
き
あ
ら
さ
ん
（
小
一
）
は
「
疲
れ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
が
ん

ば
る
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
来
年
は
神
土
の
捨
薙
山
（
す
て
な

ぎ
や
ま
・
九
八
三
・
二
㍍
）
に
登
り
ま
す
。

励
ま
し
合
っ
て
全
員
登
頂

五
月
十
日（
日
）　
無
反
山（
五
加
）

熱
き
戦
い
!!
高
ま
る
団
結
力

「あと少しだよ！がんばって！！」

１年生に声をかけて励ます６年生

大竹さんからギターを受け取る生徒

　
第
三
十
九
回
全
国
育
樹
祭
（
十
月

十
一
日
・
揖
斐
川
町
）
に
向
け
た
「
１
０
０

年
の
森
づ
く
り
リ
レ
ー
」
引
継
ぎ
式

が
行
わ
れ
、
美
濃
加
茂
市
か
ら
本
村

へ
丸
太
の
引
き
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
国
育
樹
祭
は
、
先
代
か
ら
受
け

つ
い
だ
森
林
を
守
り
育
て
、
次
の
世

代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
引
継
ぎ
式
で
は
、
田
口
勝

司
さ
ん
（
大
明
神
）
一
家
が
『
三
世

代
に
よ
る
森
づ
く
り
宣
言
』を
行
い
、

田
口
翔
一
君
（
中
三
）
は
「
夏
休
み

に
は
祖
父
と
山
に
入
り
、
森
づ
く
り

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
祖
父

や
父
が
守
っ
て
く
れ
た
山
を
未
来
へ

残
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。」
と

堂
々
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
木き

ひ

き

し

ゃ

曳
車
に
乗
せ
た
樹
齢
百

年
を
超
え
る
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
を
関
係

者
ら
が
曳
き
回
し
、
次
の
白
川
町
へ

と
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

未
来
へ
つ
な
ご
う
！

森
づ
く
り
宣
言　

　
六
月
六
日（
土
）　

【
道
の
駅
】
茶
の
里
東
白
川（
陰
地
）

　
か
ざ
は
な
薬
局
の
薬
剤
師
、
大
竹
弘
恭
さ
ん
（
可

児
市
）
が
「
音
楽
に
触
れ
合
う
機
会
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
中
学
校
に
ギ
タ
ー
二
本
を
寄
付
し
ま
し
た
。

6広報ひがししらかわ6H27.

み
つ
ば
保
育
園
の
年
長
児
十
五
人
と
そ
の
保
護
者

十
五
人
が
『
親
子
の
ふ
れ
あ
い
体
験
塾
』
に
参
加
し

ま
し
た
。

　「
中
学
時
代
は
よ
く

仲
間
と
集
ま
っ
て
弾
い

て
い
た
」
と
語
る
大
竹

さ
ん
は
こ
の
日
、『
イ

マ
ジ
ン
』（
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ

ン
）
を
弾
き
語
り
で
披

露
し
ま
し
た
。

　
ギ
タ
ー
は
生
徒
が
自

由
に
使
え
る
よ
う
に
多

目
的
ホ
ー
ル
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
七
日（
水
）　

東
白
川
中
学
校

「今年もイチゴが

　たくさん実りました」

安江とくよさん（平）

　
全
国
の
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
す

る
五
十
四
地
域
の
自
慢
の
逸
品
が
一
堂
に
会
し
た
物
産

展
が
西
武
池
袋
本
店
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ムカデ競走を前に気合を入れる３年生

日本で最も美しい村展に出店

西武池袋本店
常設コーナー

（下）

「ギターに親しんで欲しい」 むらの
話 題

　
本
村
か
ら
は
特
産
品
の

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
や
白
川

茶
な
ど
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
㈱
ふ
る
さ
と
企
画
の
村

雲
和
裕
さ
ん
は
「
岐
阜
県

や
村
出
身
者
も
来
店
さ
れ

た
。
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の

試
飲
を
行
っ
て
、
十
二
本

入
り
な
ど
大
型
の
購
入
も

あ
り
、
手
ご
た
え
を
感
じ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
西
武
池
袋
本
店
に
は
日

本
で
最
も
美
し
い
村
連
合

の
常
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
　

（上）物産展での特設コーナー

５月１３日　　　東白川中学校（平）水５月８日　　～１３日　　　西武池袋本店（東京都）金 水

　
三
〇
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
、
中

学
校
で
体
育
大
会
が
行
わ
れ
、
学
年

対
抗
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

　『
向
進
〜
史
上
最
高
の
仲
間
と
共

に
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
競
技
の
準

備
や
片
付
け
な
ど
は
生
徒
が
中
心
と

な
っ
て
大
会
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
団
体
競
技
の
ム
カ
デ
競
走
で
は
、

三
年
生
が
歴
代
最
速
の
二
八
秒
〇
一

を
記
録
す
る
な
ど
、
六
個
の
記
録
を

更
新
し
ま
し
た
。
そ
し
て
総
合
優
勝

は
三
年
生
に
決
ま
り
、
悔
し
い
思
い

を
し
た
一
、
二
年
生
は
来
年
こ
そ
！

と
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
出
し
切
っ
た
体

育
大
会
。
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
競

技
に
取
り
組
む
こ
と
で
協
調
性
を
養

い
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

森づくり宣言をした田口さん一家
左から泰宏さん、翔一君、勝司さん
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真
夏
を
思
わ
せ
る
暑
さ
の
中
、

第
五
十
一
回
東
白
川
村
消
防
操
法

大
会
が
開
か
れ
、
村
内
七
つ
の
ポ

ン
プ
が
出
場
し
ま
し
た
。
操
法
大

会
は
、
迅
速
・
確
実
・
安
全
な
消

火
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技

術
と
体
力
を
養
う
目
的
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
火
点
へ
向
け
て
実
際

に
放
水
し
、
そ
の
一
連
の
流
れ
や

動
作
の
ス
ピ
ー
ド
、
正
確
性
、
安

全
性
を
競
い
ま
す
。
審
査
員
は
出

場
隊
員
一
人
ひ
と
り
に
つ
き
従
い

な
が
ら
厳
し
く
採
点
し
ま
し
た
。

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で

優
勝
し
た
第
三
部
自
動
車
班
は
、

今
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
る
第

五
十
九
回
加
茂
郡
消
防
操
法
大
会

（
八
百
津
町
）
に
出
場
し
ま
す
。

五
月
三
十
一
日（
日
）
総
合
運
動
場（
平
）

消
防
技
術
を
競
う
！

　
六
月
二
十
日
に
解
禁
と
な
る
白
川

流
域
の
ア
ユ
の
友
釣
り
を
前
に
、
み

つ
ば
保
育
園
の
年
長
児
十
五
人
が
稚

ア
ユ
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
白
川
を
大
切
に
し
、
生
き
物
に
親

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
飛
騨

川
漁
協
東
白
川
支
部
が
毎
年
行
っ
て

お
り
、
同
組
合
他
支
部
の
白
川
町
や

七
宗
町
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
、
体
長
十
セ
ン
チ
ほ

ど
の
稚
ア
ユ
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
持

っ
て
川
岸
に
並
び
、「
元
気
に
大
き

く
育
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け
な
が
ら

約
三
百
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
今
月
二
十
三
日
に
は
小
学
五
年
生

を
対
象
に
ア
ユ
の
友
釣
り
体
験
を
行

い
ま
す
。

　
　
五
月
二
十
八
日（
木
）

中
川
原
水
辺
公
園（
平
）

稚
ア
ユ
の
放
流
体
験
♪

消防ポンプ自動車の部で優勝した第３部

　
こ
の
体
験
塾
は
、
自
然

の
中
で
親
子
の
絆
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
お
茶
の
火
入
れ
体
験
や

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ

た
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
、
木

工
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　
保
護
者
ら
は
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
料
理
を
し
た

り
、
友
達
と
仲
良
く
木
工

作
品
を
作
る
姿
を
写
真
に

収
め
る
な
ど
、
普
段
は
で

き
な
い
子
ど
も
と
の
交
流

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
み
つ
ば
保
育
園
の
年
長
児
十
五
人
と
そ
の
保
護
者

十
五
人
が
『
親
子
の
ふ
れ
あ
い
体
験
塾
』
に
参
加
し

ま
し
た
。
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普段はできない体験を楽しんでいました

５月３０日　　　こもれびの里（平）土

　
愛
知
県
共
済
生
活
協
同
組
合
（
名
古
屋
市
）
が
主

催
す
る
山
村
た
い
け
ん
in
東
白
川
が
こ
も
れ
び
の
里

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
名
古
屋
市
な

ど
か
ら
五
十
九
人
が
参
加
し
、
お
茶
を
使
っ
た
料
理

や
お
茶
摘
み
体
験
、
山
菜
採
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
平
成
十
三
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
毎
年
応

募
が
殺
到
し
、
当
選

倍
率
が
五
倍
に
な
る

ほ
ど
の
大
人
気
企
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
藤
結
好
（
ゆ
ず

き
）
さ
ん
（
小
二
・

名
古
屋
市
）
は
「（
お

茶
や
山
菜
を
）
採
る

の
が
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
、
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

《
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
》

優
　
勝
　
　
第
三
部

▽
指
揮
者

今
井
和
直
▽
一
番
員

安
江

将
永
▽
二
番
員

田
口
侑
助
▽
三
番
員

竹
本
勤
▽
四
番
員

安
江
賢
一
郎

《
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
》

優
　
勝
　
　
第
二
部
（
神
土
北
）

▽
指
揮
者

神
戸
将
成
▽
一
番
員

安
江

健
太
郎
▽
二
番
員

今
井
健
太
▽
三
番
員

田
口
昌
史

準
優
勝
　
　
第
四
部
（
越
原
）

三
　
位
　
　
第
三
部
（
神
土
）

《
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
》

　
指
揮
者

今
井
和
直
（
三
部
・
平
）

　
一
番
員

安
江
将
永
（
三
部
・
平
）

　
二
番
員

栗
本
豊
茂
（
四
部
・
平
）

　
三
番
員

田
口
貴
規
（
四
部
・
陰
地
）

　
四
番
員

安
江
賢
一
郎
（
三
部
・
平
）

《
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
》

　
指
揮
者

安
江
昭
仁
（
三
部
・
親
田
）

　
一
番
員

安
江
健
太
郎
（
二
部
・
神
付
）

　
二
番
員

安
江
忠
之
（
三
部
・
親
田
）

　
三
番
員

田
口
昌
史
（
二
部
・
加
舎
尾
）

大人気♪山村たいけん in 東白川 自然の中で親子のふれあい体験塾
５月１６日　　　オートキャンプ場（宮代）土

おいしそうに
出来上がりました！

親子で料理の準備中♪

元気に川を泳いでいく姿を見届けました

●
大
会
結
果
●

●
個
人
表
彰

「めちゃくちゃうれしいです！」
個人表彰に輝いた安江健太郎さん
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東
白
川
村結

婚
相
談
員
の
募
集

　「
な
か
な
か
出
会
い
が
な
い
」

「
自
分
か
ら
行
動
す
る
勇
気
が

な
い
」
と
い
っ
た
方
の
縁
結
び

の
お
手
伝
い
を
し
て
頂
け
る

「
東
白
川
村
結
婚
相
談
員
」
を

募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】
成
人
女
性
の
方

【
定
員
】
五
名

【
任
期
】
二
年

【
報
酬
】
四
万
円
／
年

【
成
功
報
酬
】
十
万
円
／
組

（
※
条
件
あ
り
）

【
職
務
内
容
】
①
個
々
で
結
婚

推
進
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
②
年
数
回
の
相
談
員
同

士
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
ま

す
。
③
県
を
通
じ
て
他
市
町
村

の
相
談
員
と
の
情
報
交
換
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
締
切
】
六
月
三
十
日
（
火
）

【
申
込
方
法
】
お
電
話
ま
た
は

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
・
詳
細
に
つ
い
て
は

新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
総
務
課
企
画
係

℡
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
４
０
）

税
務
職
員
の
募
集

　
税
務
職
員（
高
校
卒
業
程
度
）

を
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】
▼
平
成
二
十
八

年
三
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込

み
▼
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

現
在
、
前
述
の
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三

年
経
過
し
て
い
な
い
者

【
申
込
方
法
】
▼
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
六
月
二
十
二
日
〜
七
月

一
日
）
▼
郵
送
・
持
参
（
六
月

二
十
二
日
〜
二
十
四
日
）

【
問
合
せ
先
】
名
古
屋
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係

℡
０
５
２
‐
９
５
１
‐
３
５
１
１

福
祉
・
介
護
の
職
場
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　
職
場
体
験
は
仕
事
の
適
性
探

し
や
今
後
の
就
職
活
動
の
力
に

な
り
ま
す
。
中
学
生
以
上
の
学

生
の
方
や
「
資
格
を
持
っ
て
い

な
い
け
ど
…
」
と
い
う
方
も
お

気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
福
祉
の
仕
事
に
関
心

の
あ
る
方
（
中
学
生
以
上
）
※

福
祉
の
資
格
・
経
験
は
不
問

【
費
用
】
無
料

【
体
験
期
間
】
最
大
十
日
間

※
中
学
生
の
場
合
は
二
日
間

【
申
込
期
間
】
平
成
二
十
八
年

一
月
二
十
九
日
（
金
）
ま
で

【
申
込
方
法
】
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
岐
阜
県
社
会
福
祉

協
議
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
「
職
場
体
験
の

ご
案
内
」
へ
進
み
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
岐
阜
県
福
祉
人

材
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー

〒
５
０
０
‐
８
３
８
５
　
岐
阜

市
下
奈
良
２
‐
２
‐
１

℡
０
５
８
‐
２
７
６
‐
２
５
１
０

ご
存
じ
で
す
か
？検

察
審
査
会

　
検
察
審
査
会
は
、
有
権
者
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一

人
の
検
察
審
査
員
か
ら
構
成
さ

れ
、
検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ

た
こ
と
の
よ
し
あ
し
を
審
査
し

ま
す
。

　
交
通
事
故
や
詐
欺
、
脅
迫
な

ど
の
犯
罪
被
害
に
遭
遇
し
、
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
「
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ

な
い
」
と
い
っ
た
不
満
を
お
持

ち
の
方
は
検
察
審
査
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
し
立

て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
す
。

ま
た
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】

　
多
治
見
検
察
審
査
会
事
務
局

〒
５
０
７
‐
０
０
２
３
　
多
治
見

市
小
田
町
一
‐
二
二
‐
一

岐
阜
地
方
裁
判
所
多
治
見
支
部
内

℡
０
５
７
２
‐
２
２
‐
０
８
４
２

お し
ら せ

〈
事
業
主
の
皆
様
へ
〉

労
働
保
険
年
度
更
新
の

見
直
し
は
お
早
め
に

　
岐
阜
労
働
局
、
各
労
働
基
準

監
督
署
で
は
申
告
書
の
受
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
期
限
直
前

は
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
早
め
に

お
出
か
け
下
さ
い
。
な
お
、
手

続
き
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
行
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。
　

　
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
の
納

付
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
納
付
期
限
】
七
月
十
日
（
金
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
窓
口
】
電

子
政
府
総
合
窓
口「
イ
ー
カ
ブ
」

【
問
合
せ
先
】
岐
阜
労
働
局

　
労
働
保
険
徴
収
室

℡
０
５
８
‐
２
４
５
‐
８
１
１
５

「
不
正
改
造
車

排
除
強
化
月
間
」
で
す

　
国
土
交
通
省
で
は
、
国
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
不
正

改
造
車
の
排
除
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

《
不
正
改
造
車
と
は
？
》

▼
窓
ガ
ラ
ス
に
着
色
フ
ィ
ル
ム
貼
付

▼
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着

▼
誤
認
を
招
く
灯
火
の
色
変
更
　

【
情
報
提
供
・
相
談
・
お
問
合
せ
】

不
正
改
造
車
・
黒
煙
１
１
０
番

国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局
・
岐

阜
運
輸
支
局
　
整
備
担
当

℡
０
５
８
‐
２
７
９
‐
３
７
１
５

岐阜県社会福祉協議会

全国水源の里フォトコン

第
７
回
全
国
水
源
の
里

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

　
自
然
風
景
、
人
々
の
生
活
、

祭
事
、
そ
の
地
域
の
風
物
詩
な

ど
水
源
の
里
の
魅
力
が
表
現
さ

れ
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
要
項
】
▼
全
国
水
源
の

里
連
絡
協
議
会
参
画
市
町
村
内

で
平
成
二
十
四
年
八
月
以
降
に

撮
影
し
た
も
の
。
▼
作
品
の
周

囲
に
余
白
等
を
設
け
る
こ
と
。

【
締
切
】
七
月
三
十
一
日
（
金
）

【
応
募
料
】
一
点
に
つ
き
千
円

【
支
払
方
法
】
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
振
替
口
座
番
号
）

０
０
９
３
０
‐
１
‐
２
５
４
１
５
９

（
口
座
名
）

水
源
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

【
選
考
結
果
】
八
月
下
旬
に
選

考
後
、
九
月
中
旬
に
直
接
本
人

宛
に
通
知
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
作
品
と
応
募
票

（
一
点
に
付
き
一
枚
）
を
同
封
し

て
左
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
※
応
募
票
・
詳
細
に
つ
い
て
は

全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
応
募
・
問
合
せ
先
】

全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

（
綾
部
市
役
所
内
）

〒
６
２
３
‐
８
５
０
１
　
京
都

府
綾
部
市
若
竹
町
８
‐
１
　

℡
０
７
７
３
‐
４
２
‐
３
２
８
０
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ありがとう

ございます

【東白川村】
■ふるさと思いやり基金
　金 40,000 円…安藤弘道 ( 各務原市 )
　金 30,000 円…坂井小枝佳 ( 大阪府 )
　金 30,000 円…佐々木和伸 ( 兵庫県）
　金 30,000 円…玉垣　剛志 ( 大阪府 )
　金 20,000 円…大越 佳代子 ( 北海道 )
　金 20,000 円…仲村健一（千葉県）
　金 20,000 円…松本ひかり（愛知県）
　金 10,000 円…江口　岳 ( 大阪府 )
　金 10,000 円…吉見伊三男 ( 兵庫県 )
　金 10,000 円…池田　聡 ( 東京都 )
　金 10,000 円…山口正樹（大阪府 )
　金 10,000 円…山田哲也 ( 神奈川県 )
　金 10,000 円…新海徳正 ( 愛知県 )
　金 10,000 円…大畑康明 ( 愛知県 )
　金 10,000 円…田口　実 ( 岐阜市 )
　金 10,000 円…渡邉裕樹 ( 東京都 )
　金 10,000 円…森山由佳 ( 福岡県 )
　金 10,000 円…佐藤隆行 ( 山口県 )
　金 10,000 円…藤田奈々 ( 愛媛県 )
　金 10,000 円…名田　稔 ( 長野県 )
　金 10,000 円…清水幸浩 ( 愛知県）
　金 10,000 円…神田博之 ( 兵庫県 )
　金 10,000 円…松原　滋 ( 愛知県 )
　金 10,000 円…木本泰久 ( 東京都 )
　金 10,000 円…清田　昇 ( 東京都 )
　金 10,000 円…衣川佳数 ( 北海道 )
　金 10,000 円…樋口智美 ( 大阪府 )
　金 1,510,000 円…匿名 120 名
■教育委員会
　ｱｺｰｽﾃｨｯｸｷﾞﾀｰ２台…大竹弘恭（可児市）
　朝日中高生新聞（1年分）・新聞専用ラック

…㈱古田オート
■医療・保健福祉部門
　金 100,000 円…今井邦治（柏本）
【社会福祉協議会】
　金 10,000 円…匿名
　バスタオル、シャツ…中丸房子（平）
　清拭布…わかば会（曲坂）
　箱ﾃｨｯｼｭ、ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ…安江登貴子（親田）
　石けん、古切手…安江よし子（陰地）
　古切手…新田晃三（名古屋市）
　古切手…茶の里野菜村

御寄付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ありがとう
ございます

日 曜日 加茂医師会　　　 （午前９時～午後５時）　 下呂市立休日診療所　℡ 0576(24)1200

5 日 林クリニック　（美濃加茂市／ 28-8899) ■診療日 / 診療時間
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3時
■診療科目（※原則として）
　内科・小児科の急病患者
■所在地
　下呂市森 801-10（下呂市民会館１階）
※受診前に必ず電話でご連絡ください。

12 日 太田メディカルクリニック（美濃加茂市／ 26-2220）

19 日 岐阜健康管理センターすこやかクリニック（美濃加茂市／ 28-8425）

20 月祝 岩永耳鼻咽喉科（美濃加茂市／ 25-8749）

26 日 木沢記念病院　（美濃加茂市／ 25-2181）

東白川森林組合報告
第 715 回共販会（5/26）

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /  8,300 円

14cm 以上
平均単価 /16,900 円
　高値 /56,000 円

すぎ 平均単価 /  9,200 円
　　高値 /21,000 円

赤まつ 平均単価 /  6,600 円
　高値 /  8,000 円

総取扱量 760 ㎥
総販売高 10,126,000 円
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休日診療情報

おしらせ

●可燃ごみ

毎週火曜日・金曜日

●金物類・缶・粗大ごみ●

７月３日（金）

●ペットボトル・トレイ
・プラスチック容器●

７月５日（日）

ゴミ収集日

７月

※敬称略

※この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい街づくりに使われます。

　他の自治体（中津川
市）のごみ袋を使用し

て、「加子母の可燃ごみ

集積所へごみを出して

いる方がいる」という苦

情が寄せられています。

　ごみを出すときは必

ず村のごみ袋を使用し

て村の集積所に出しま

しょう。モラルある行

動をお願いします。

可燃ごみを出すときは…
　気温が高くなり、生ごみ
などが腐敗しやすい季節で
す。ごみは回収日の前日夕
方～当日朝８時３０分まで
にお出しください。

今年のサマージャンボ宝くじは

　　　史上最高額！１等前後賞合わせて
１等 ５億円×２３本 （発売総額６９０億円・２３ユニットの場合）

前後賞各 １億円×４６本 （発売総額６９０億円・２３ユニットの場合）

サマージャンボミニ７千万円と同時発売！

１等 ７千万円×１１０本（発売総額３３０億円・１１ユニットの場合）

　安江弘企
さん（柏本）
が監査委員
に 選 出 さ
れ、今井村
長から辞令
を交付され
ました。

東白川村監査委員

安江弘企さんが就任

ごみの出し方について

※※※お願い※※※

辞令交付を受ける
安江弘企さん（柏本）

●東白川村監査委員
　【識見者】　 安江弘企さん（柏本）
　【議員選出】今井保都議員（大沢）
●主な監査業務
　例月出納検査、書類監査、現　
地監査、決算審査、財政健全化法、
　議会での監査報告など
●任　期　平成３１年５月まで
●選出理由　
　行政経験が豊富で監査業務にも
　精通されていることから。



国保診療所＜土曜診療＞

■診療日時
毎週日曜日・祝日

　午前 9時～午後 3時
■所在地
下呂市森 801-10

　下呂市民会館 1 階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者
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を
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と
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め
、
全
国
統
一
防
災
訓
練
な
ど
さ
ま
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ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
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今
月
号
の
特
集
で
資
料
を
探
し
て
い

る
と
き
に
八
・
一
七
災
害
の
写
真
を
初

め
て
目
に
し
ま
し
た
。そ
の
写
真
に
は
、

土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
家
屋
や
必
死
に
救

助
に
当
た
る
消
防
団
の
様
子
が
鮮
明
に

写
っ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
写
真
の
中
、

災
害
が
起
こ
っ
て
数
日
後
の
写
真
に
は

く
わ
や
箕み

を
持
っ
て
懸
命
に
復
旧
に
努

め
る
女
性
た
ち
の
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
災
害
に
負
け
な
い
村
づ
く
り

を
す
で
に
実
践
さ
れ
て
い
た
ん
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。（
T
）
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※
敬
称
略

ひ
とこ
と

　

短　

歌

戦
争
を
知
ら
ぬ
世
代
が
国
治
む

未
来
を
憂
う
わ
れ
戦
中
派　

今
井
光
彦

無
欲
に
て
土
の
匂
ひ
の
す
る
土
手
へ

散
歩
に
出
で
し
ひ
い
孫
と
共
に　

安
江
嘉
子

ペ
タ
ン
ク
の
大
会
今
日
は
蒸
し
暑
く

い
ら
い
ら
心
球
に
伝
わ
る　

安
江
一
子

早
朝
を
小
鳥
の
声
に
覚
め
し
わ
れ

今
日
一
日
の
無
事
を
祈
れ
り　

早
瀬
久
子

朴
葉
ず
し
作
り
て
息
子
の
家
に
持
ち
て
行
く

久
し
振
り
な
り
今
夜
は
お
泊
り　

小
林
道
子

バ
イ
パ
ス
を
這
う
か
た
つ
む
り
何
思
う

車
の
激
し
き
峡
の
夕
べ
を　

安
江
守
平

庭
に
咲
く
さ
ま
ざ
ま
な
花
切
り
取
り
て

器
選
び
も
又
楽
し
け
れ　

苅
田
良
香

木
の
実
会
短
歌
集
（
第
六
集
）
よ
り

や
さ
し
い
子
に

育
っ
て
ね
♪

こんにちは！

 あかちゃん

平成２７年１月６日生

安江沙
さ ら

羅ちゃん（曲坂）
（裕貴・志保）

世帯数 … 865世帯
人　口 …2,470 人
(男1,189人　女1,281人)

転　入 …… 7 人
転　出 …… 1 人
出　生 …… 2 人
死　亡 …… 3 人

先月との比較 5人増
昨年との比較 68人減

５月末住民登録人口から

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
西
ひ
な
　（
和
輝
・
ひ
ろ
／
柏
本
）

安
江
　
湊
　（
健
策
・
恵
／
日
向
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
井
堅
介
（
西
洞
）・
林
優
果
（
美
濃
加
茂
市
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

今
井
顕
子
　
八
十
八
歳
（
柏
本
）

村
雲
春
夫
　
七
十
四
歳
（
曲
坂
）

人口の動き




